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要約 
本研究では、児童養護施設職員の主観的幸福度の実態を明らかにするために

アンケート調査及びインタビュー調査を実施した。アンケート調査の結果、施
設職員は児童養護施設を含む社会的養護以外の分野で有給の仕事をする従事者
と比較して、人生満足度、ポジティブ感情、自己有用感、及び自己受容等が有
意に低く、ネガティブ感情が有意に高いことが明らかとなった。そして、イン
タビュー調査をもとに、親和図を用いたグルーピングを行い、施設職員の主観
的幸福感に影響を与える要素を可視化した。これらの結果を踏まえたパス解析
の結果、自己有用感が自己受容を媒介することで、施設職員の人生満足度を高
める可能性が示唆された。本研究は、施設職員の主観的幸福度を高めるための
具体的な方策を検討する上で有効な示唆を提供するものである。

１．背景と目的
（１）背景

全国の児童相談所における児童虐待の相談対応件数は、年々増加している。
2022 年度の同件数は 21.4 万件で、児童虐待防止法施行前の 1999 年度と比較
して約 18 倍となり、児童虐待は日本における社会課題の一つとなっている （厚
生労働省 , 2024）。また、日本だけに限らず、児童虐待、ネグレクト、及び親の
精神疾患といった子ども期の逆境的体験は多くの国や地域で確認されており

（Kessler et al., 2010）、逆境的体験は子どもが成人になった時期の身体的及び精
神的疾患リスクを高めることが明らかとなっている（山口 , 2024）。日本には、
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保護者がいない児童や保護者による養育が適当ではないと判断された児童が生
活する場として、児童養護施設が 600 か所設置され、約 2.3 万人の児童が生活
している。また入所児童のうち虐待を受けた児童の割合は 71.7％である（こど
も家庭庁 , 2025）。児童養護施設では、入所児童に対して専門的なケアを行う職
員として児童指導員や保育士をはじめ、個別対応職員及び心理療法担当職員等
の専門職（以下、「施設職員」という）が従事し、入所児童と生活を共にして
入所児童のケアを行っている。またケア業務以外にも、児童相談所との連絡調
整、入所児童間の関係調整、及び入所児童が通学する学校や保護者との関係調
整等の業務を並行して行っている。

坪井（2005）によると、虐待を受けた児童は、社会性や注意の問題、攻撃性、
及び非行といった問題行動を有することが多く、児童養護施設の入所児童は一
般の児童と比較して情緒や行動の問題を抱えている。施設職員は、入所児童が
抱える不安定な情緒、攻撃性や非行といった問題に向き合うために、当該児童
が有する虐待等の逆境的体験やその痛みを想像し、受容することが求められる。
加藤（2009）は、施設職員の仕事そのものが職員自身も体験する日常生活とな
ることから、児童との関わりを仕事として割り切ることが困難となり、児童が
有する逆境的体験の世界に施設職員自身も巻き込まれる可能が高く、専門職と
しての客観性を維持することが難しい状況に置かれていると指摘する。坪井・
三後（2011a）は、施設職員は職種や経験年数に関わらず、不安、怒り及び無
力感といったネガティブな感情と向き合いながらケアを行っており、入所児童
に対して共感的な対応を行うことの重要性を認識しつつも、理想と現実との間
に生じる葛藤が、施設職員の疲労やストレスにつながっていると指摘している。

日本においては、児童虐待の増加だけでなく、高齢化の進行や地域コミュニ
ティにおける関係性の希薄化等の社会課題が多様化し複合化している。このよ
うな状況のなか、福祉従事者が対応すべき課題も多岐にわたり、業務量の増加
やストレスの蓄積、さらにはバーンアウトが危惧されており、福祉従事者のメ
ンタルヘルス悪化の予防、並びに健康の維持及び増進は喫緊の課題となってい
る（石川・松田 , 2021; 水野ら , 2021）。その解決策に関連する国の取り組みと
して、厚生労働省は一億総活躍社会の実現に向けて働き方改革を推進しており、
2018 年に成立したいわゆる働き方改革関連法では、残業時間の上限制度や有給
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休暇の取得義務化等が導入された（厚生労働省 , 2019）。しかし、福祉分野の近
接領域である学校教育の分野においては、業務の効率化による労働時間の削減
が、必ずしも教職員の心身の充実につながっておらず（露口 , 2024）、医療分野
でも単なる勤務時間の削減だけでは医療従事者のバーンアウトの解消には不十
分であるとの指摘がある（Gunasingam et al., 2015）。

これらを背景に近年、勤労者のウェルビーイングに着目した研究が増えてお
り（Radic et al., 2020; Watanabe et al., 2020; Wright & Bonett, 2007）、福祉従
事者においても、そのストレス軽減やバーンアウト防止という観点だけでなく、
ウェルビーイングすなわち主観的幸福度を高める視点が重要とされている。一
方、児童養護施設の分野に目を向けると、従事者支援の必要性自体は指摘され
ているものの（宇野ら , 2016; 藤岡 , 2011）、施設職員の主観的幸福度の実態や
関連する介入研究はまだ十分に蓄積されていないのが現状である。関連する研
究として、児童養護施設入所児童の主観的幸福度に着目した介入研究（楠ら , 
2022）はみられるものの、施設職員を対象とした主観的幸福度を高めるための
具体的な介入研究は萌芽的段階にとどまっている。

（２）本研究の目的
本研究では、施設職員の主観的幸福度を高める介入方法の策定に有効となる

モデルの提案を目的とする。まず施設職員の主観的幸福度に関するアンケート
調査を実施し、その実態を把握する。次に、施設職員を対象として主観的幸福
感に関するインタビュー調査を実施し、親和図を用いたグルーピングによって
施設職員の主観的幸福感に影響を与える要素を可視化する。さらに、これらの
調査結果を踏まえてパス解析を行い、得られた知見を基にモデルを構築する。

２．研究方法
（１）調査対象と方法

本研究の調査対象は、児童養護施設に勤務する施設職員である。本研究の手
順は、次の３段階からなる。まず、①調査対象者である施設職員並びに比較対
象群として児童養護施設を含む社会的養護以外の分野で、有給の仕事をしてい
る従事者（以下、「一般従事者」）を対象として、主観的幸福度を把握するアンケー
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ト調査を実施し、両者の結果を比較する。次に、②施設職員を対象として主観
的幸福感に関するインタビュー調査を実施し、親和図を用いたグルーピングを
行うことで施設職員の主観的幸福感に影響を与える要素を可視化する。さらに、
③①及び②の結果を踏まえた上で、パス解析を行い、施設職員の主観的幸福度
を表す人生満足度を高める介入方法の策定に有効とされるモデルを提案する。

調査に当たり、アンケート調査の対象となる施設職員に関しては、児童養護
施設関係者及び児童養護施設入所児童の自立を支援する団体を通じて、対象と
なる施設職員への協力依頼を行った。また、一般従事者に関しては、筆者が在
籍する大学院の教員・学生等の関係者が参画する SNS グループや、筆者個人の
SNS を通じて、対象となる一般従事者への協力依頼を行った。アンケート調査
は、ウェブアンケートにて対象者別に実施した。調査協力者の協力を得られる
場合は、アンケート開始前に、対象者別にそれぞれ児童養護施設に勤務する職
員であること並びに社会的養護以外の分野に従事する一般従事者であることを
確認した上で、回答を得た。

また、インタビュー調査の対象選定については、児童養護施設等の職員が参
画し、研究や研修の実施を目的とする県組織である団体に対して、本調査の趣
旨説明及び協力依頼を行った。同団体に施設職員を選定いただき、５施設から
１名ずつ計５名の職員を対象とした。インタビュー調査は半構造化インタ
ビューにより、Zoom によるオンラインにて実施し、所要時間は一人あたり 30
分程度であった。

（２）調査内容及び分析方法
１）アンケート調査

アンケート調査では、①主観的幸福度を測定する項目、②自己有用感など主
観的幸福度に関連する項目、③施設職員の業務特性に関する項目、及び④基本
属性の４つを設定する。まず、①主観的幸福度を測定する項目としては、主観
的幸福度を測定する代表的な尺度である人生満足尺度（Diener et al., 1985）、
ポジティブ感情・ネガティブ感情尺度（佐藤・安田 , 2001）を用いる。次に、
②主観的幸福度に関連する項目としては、関連する先行研究（Çakar, 2012; 鎌
田ら , 2019; Hashemabady et al., 2022; Li et al., 2018）を参照し、自己有用感（石
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本 , 2010）、自己効力感 （Romppel et al., 2013）、自己受容（岩野ら , 2015）、自
己への消極的許し傾向、自己への積極的許し傾向、他者への許し傾向（石川・
濱口 , 2007）を用いる。さらに、③施設の業務特性に関する項目としては、二
次的トラウマ（和田・本間 , 2015）を用いる。最後に、④基本属性は、性別、
年齢、職種、勤務年数とする。

本アンケート調査の目的は、施設職員の主観的幸福度の実態を把握すること
である。そのため、分析方法は人生満足度、ポジティブ感情、ネガティブ感情
等の各項目について SPSS を用いて対応のない t 検定を行い、施設職員と一般
従事者との差を確認する。なお、有意確率は５% とした。次に、施設職員にお
ける各項目間の関係を把握するため、上記に示した①②③の項目について相関
分析を行い項目間の相関を確認する。

２）インタビュー調査
インタビュー調査では、アンケート調査で使用した項目のうち、①施設職員

の主観的幸福感に直接関連する項目として、主観的幸福度を測定する代表的な
尺度である人生満足尺度、ポジティブ・ネガティブ感情尺度を用いる。また、
②主観的幸福感に関連する項目として、アンケート調査の分析結果を踏まえ、
人生満足尺度との相関が高い項目を用いる。なお、相関は Cohen（1988）を参
照し、相関係数 r = .10 を弱い相関、r = .30 を中程度の相関、r = .50 以上を強
い相関と想定した。さらに、③施設職員の業務特性に関する項目として、２次
的トラウマを用いる。インタビュー調査は、上記の質問項目において、アンケー
ト調査で使用した設問項目について、例えば、自己有用感（石本 , 2010）の場
合では、「自分が必要とされていると感じる」、「自分が役に立っていると感じ
る」、「自分の存在が認められていると感じる」等の設問項目の内容を提示して
説明した上で、「該当するような経験やエピソードはありますか」と尋ねる形
式で行う。そして、協力者の回答内容を確認するための追加質問や、具体的な
エピソードの提示を求める質問を行うことで、その回答内容をより深く聞き出
せるよう留意する。

本インタビュ―調査の目的は、施設職員の主観的幸福感に影響を与える要素
を可視化することである。そのため、分析には親和図法（今泉ら , 2013）を用
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いる。親和図法とは、情報を意味の近さ（親和性）に基づいてグルーピングす
る手法である（文部科学省 , 2014）。分析の手順は、まずインタビューの内容を
録音した音声データから逐語録を作成し、施設職員の発話内容のうち、主観的
幸福感に関連する内容を抜粋する。次に、発話内容に込められた意味を取り出
し、それらを意味の近さにより分類しグルーピングすることで、そのグループ
の特徴を可視化する。

３）パス解析による分析
本分析では、主観的幸福度の指標として人生満足尺度を用いて、自己有用感、

自己効力感、自己受容、自己への消極的許し傾向、自己への積極的許し傾向、
他者への許し傾向、及び 2 次的トラウマが人生満足度にどのように影響を及ぼ
すかについて、パス解析を用いた分析を行い、仮説モデルを構築する。分析の
手順としては、まず各変数間の関連性を把握するために相関分析を行い、どの
項目が人生満足度との相関係数が高いのかを把握する。次に、その結果並びに
施設職員のインタビュー調査から得られた知見を踏まえて仮説モデルを構築
し、SPSS Amos を用いてパス解析を行う。そして、パス解析の結果について、
各変数間の直接効果及び間接効果を検証するとともに、構築したモデルの適合
度を評価する。モデル適合度は、カイ二乗（χ²）、GFI、AGFI、CFI、及び
RMSEA の各指標を使用する。

（３）調査時期
アンケート調査の実施時期は 2023 年１月から７月、インタビュー調査の実

施時期は 2023 年８月から９月である。

（４）倫理的配慮
本研究は、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科倫理

委員会の審査を経て実施した（承認番号 2022-071）。調査対象者に対しては、
事前に調査目的、内容、公表方法について文書にて説明した。調査への協力は
本人の意思による任意であり、回答拒否や撤回ができること、並びに個人が特
定されないことを条件とし、アンケート調査はウェブ上にて、インタビュー調
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査は書面にて承諾を得た。

３．分析結果
（１）アンケート調査の結果
１）アンケート調査の結果

本アンケート調査で施設職員 82 名、及び一般従事者 101 名から回答を得た。
施設職員のうち、事務職や職種不明者は除き、入所児童のケアを行う職員であ
る児童指導員 42 名、保育士 28 名、心理療法担当職員３名、及び看護師１名の
計 74 名を対象とした。対象者の性別は男性が 32 名、女性が 41 名、及び未回
答が１名であった。年齢構成は 10 歳代が１名、20 歳代が 27 名、30 歳代が 21 名、
40 歳代が 16 名、50 歳代が６名、及び 60 歳以上が３名であった。勤務経験年
数は、５年未満が 22 名、５年以上 10 年未満が 21 名、10 年以上 20 年未満が
22 名、及び 20 年以上が９名であった。また、一般従事者は 101 名全員を対象
とした。

アンケート調査の結果として、①主観的幸福度を測定する項目である人生満
足度及びポジティブ・ネガティブ感情、②主観的幸福度に関連する項目である
自己有用感、自己効力感、自己受容、自己への消極的許し傾向、自己への積極
的許し傾向、及び他者への許し傾向、並びに、③施設職員の業務特性に関する
項目である二次的トラウマについて施設職員と一般従事者との差を表１に示
す。

施設職員と一般従事者の平均値の差は、施設職員が人生満足度、ポジティブ
感情、自己有用感、自己効力感、自己受容、自己への消極的許し傾向、及び自
己への積極的許し傾向が有意に低かった。また、ネガティブ感情が有意に高かっ
た。なお、他者への許し傾向及び二次的トラウマでは有意差は確認されなかっ
た。
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２）相関分析の結果
施設職員における各項目間の関係を把握するため相関分析を実施した。各項

目の平均値を算出し各項目の得点とした。各項目の得点の平均値（M）と標準
偏差（SD）、及び各項目間の相関係数を表２に示す。

施設職員と一般従事者の平均値の差は、施設職員が人生満足度、ポジテ
ィブ感情、自己有用感、自己効力感、自己受容、自己への消極的許し傾向、
及び自己への積極的許し傾向が有意に低かった。また、ネガティブ感情が
有意に高かった。なお、他者への許し傾向及び二次的トラウマでは有意差
は確認されなかった。

表１：施設職員及び一般従事者の主観的幸福度等のアンケート調査結果
調査項目  施設 

職員 

（n = 74） 

一般 

従事者 

（n = 101） 

平均値の差 

下段：平均値

の標準誤差 

有意 

確率 

（両側） 

人生満足度 平均値 20.28 24.80 -4.52 <.001 

標準偏差 6.56 5.73 0.93 ** 

ポジティブ感情 平均値 27.32 33.21 -5.88 <.001 

標準偏差 7.19 7.83 1.16 ** 

ネガティブ感情 平均値 25.57 21.32 4.25 .001 

標準偏差 8.77 8.06 1.28 ** 

自己有用感 平均値 19.42 24.51 -5.10 <.001 

標準偏差 4.87 4.75 0.73 ** 

自己効力感 平均値 14.04 17.49 -3.45 <.001 

標準偏差 3.75 3.45 0.55 ** 

自己受容 平均値 16.07 18.89 -2.82 <.001 

標準偏差 4.50 4.02 0.65 ** 

自己への消極的許し傾向 平均値 20.46 22.42 -1.96 .024 

標準偏差 5.69 5.53 0.86 * 

自己への積極的許し傾向 平均値 14.16 16.00 -1.84 .001 

標準偏差 3.57 3.66 0.55 ** 

他者への許し傾向 平均値 27.53 27.50 0.02 .980 

標準偏差 5.01 6.84 0.90  

二次的トラウマ 平均値 44.28 41.19 3.10 .195 

標準偏差 17.11 13.11 2.38  

注）

表１：施設職員及び一般従事者の主観的幸福度等のアンケート調査結果

注）**p <  .01 * p < .05
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（２）インタビュー調査の結果
本インタビューの協力者は施設職員５名で、うち男性は２名及び女性３名で

あった。年齢構成は 20 歳代が２名及び 30 歳代が３名、勤務経験年数は５年未
満が２名、５年以上 10 年未満が２名、及び 10 年以上が１名であった。なお、
インタビュー項目のうち、②主観的幸福感に関連する項目は、自己有用感、自
己受容、及び自己効力感の３項目とした。その理由は、これらの項目が人生満
足度との相関が高くかつ主観的幸福度に対して補完的かつ関連を有する項目で
あると考えられるためである。

インタビューの逐語録から、施設職員の主観的幸福感に関連する発話内容を
抽出し、93 の記述を得た。これらの記述を、インタビュー項目に応じて以下の
通り６つに分類した。①主観的幸福感（表３参照）として、施設職員の主観的
幸福感に直接的に関連する内容を示す 23 の記述（以下、「主観的幸福感」とする）、
②施設職員の主観的幸福感に関連する自己有用感、自己受容、及び自己効力感
に関する内容を示す計 46 の記述（以下、「自己有用感」（表４参照）、「自己受容」

（表５参照）、及び「自己効力感」（表６参照）とする）、③施設職員が業務上の
体験や課題といった業務特性そして２次的トラウマに関する内容を示す計 24
の記述（以下、「業務特性」（表７参照）、「２次的トラウマ」（表８参照）とする）
となった。

表２：施設職員における各項目の記述統計量と相関係数

２）相関分析の結果
施設職員における各項目間の関係を把握するため相関分析を実施した。

各項目の平均値を算出し各項目の得点とした。各項目の得点の平均値（ ）
と標準偏差（ ）、及び各項目間の相関係数を表２に示す。

表２：施設職員における各項目の記述統計量と相関係数

（２）インタビュー調査の結果
本インタビューの協力者は施設職員５名で、うち男性は２名及び女性３

名であった。年齢構成は 歳代が２名及び 歳代が３名、勤務経験年数
は５年未満が２名、５年以上 年未満が２名、及び 年以上が１名であ
った。なお、インタビュー項目のうち、②主観的幸福感に関連する項目は、
自己有用感、自己受容、及び自己効力感の３項目とした。その理由は、こ
れらの項目が人生満足度との相関が高くかつ主観的幸福度に対して補完的
かつ関連を有する項目であると考えられるためである。
インタビューの逐語録から、施設職員の主観的幸福感に関連する発話内

容を抽出し、 の記述を得た。これらの記述を、インタビュー項目に応じ
て以下の通り６つに分類した。①主観的幸福感（表３参照）として、施設
職員の主観的幸福感に直接的に関連する内容を示す の記述（以下、「主
観的幸福感」とする）、②施設職員の主観的幸福感に関連する自己有用感、
自己受容、及び自己効力感に関する内容を示す計 の記述（以下、「自己
有用感」（表４参照）、「自己受容」（表５参照）、及び「自己効力感」（表６
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表３：主観的幸福感

参照）とする）、③施設職員が業務上の体験や課題といった業務特性そして
２次的トラウマに関する内容を示す計 の記述（以下、「業務特性」（表７
参照）、「２次的トラウマ」（表８参照）とする）となった。

表３：主観的幸福感
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表４：自己有用感

表５：自己受容

表４：自己有用感

表５：自己受容

表４：自己有用感

表５：自己受容
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表６：自己効力感

表７：業務特性

表６：自己効力感

表７：業務特性

表６：自己効力感

表７：業務特性



13

児童養護施設職員の主観的幸福度調査
- 自己受容の媒介による自己有用感と人生満足度との関係性の分析 -

　

次に、インタビューによって得られた発話内容を精査し、抽出した発話に込
められた意味を、発話から読み取った意味の欄に記述した。インタビューによっ
て得られた発話内容から意味を読み取る際には、施設職員の主観的幸福感に影
響を与える要素を可視化するため、①仕事の中で感じる楽しさや喜び、やりが
いや価値といった幸福感につながる要素、②仕事に伴う苦労や負担感につなが
る要素、③苦労や負担感への対応や対処方法という３つの視点に基づいて読み
取った。具体例としては、仕事の醍醐味や児童が喜びの源といったものが幸福
感に関する要素、感情の浮き沈みと向き合うや心身の不調とは隣り合わせと
いったものが負担に関する要素、そして、自己受容の大切さや児童への共感と
分離といったものが対応に関する要素として挙げられる。その上で、親和図法
により、抽出した意味が有するテーマの近さに着目し、「仕事から見出すやり
がいと喜び」、「自己理解と内省、成長につなげる変容」、「児童・職員との相互
信頼と支え合い」、「試行錯誤の繰り返しと困難の乗り越え」、「業務特性による
負担と心身への影響」という５つのグループに整理した（表９参照）。

表８：２次的トラウマ
表８：２次的トラウマ

次に、インタビューによって得られた発話内容を精査し、抽出した発話
に込められた意味を、発話から読み取った意味の欄に記述した。インタビ
ューによって得られた発話内容から意味を読み取る際には、施設職員の主
観的幸福感に影響を与える要素を可視化するため、①仕事の中で感じる楽
しさや喜び、やりがいや価値といった幸福感につながる要素、②仕事に伴
う苦労や負担感につながる要素、③苦労や負担感への対応や対処方法とい
う３つの視点に基づいて抽出した。具体例としては、仕事の醍醐味や児童
が喜びの源といったものが幸福感に関する要素、感情の浮き沈みと向き合
うや心身の不調とは隣り合わせといったものが負担に関する要素、そして、
自己受容の大切さや児童への共感と分離といったものが対応に関する要素
として挙げられる。その上で、親和図法により、抽出した意味が有するテ
ーマの近さに着目し、「仕事から見出すやりがいと喜び」、「自己理解と内省、
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各グループに関する説明を以下に示す。「仕事に見出すやりがいと喜び」では、
施設職員は 24 時間 365 日を通して児童と生活を共にしながら、幼児期から高
校生まで長期的な関係性のプロセスにおいて、児童の成長や変化を間近で実感
できることが仕事の醍醐味や喜びになっているという特徴を得た。「自己理解
と内省、成長につなげる変容」では、施設職員が児童へのより良い関わり方や
働きかけを模索する中で、自分自身の価値観や人間性などを含めた内省を行い、
自己理解とともに自己受容を深めていることや、自分自身を客観的に振り返る
ことで施設職員としての成長や変容につなげているという特徴を得た。「児童・
職員との相互信頼と支え合い」では、児童からの感謝や信頼、また同僚や上司
との相互支援のやりとりが、施設職員にとってお互いを支え合い承認し合う関
係性として捉えられ、心理的な支えとなっているという特徴を得た。「試行錯
誤の繰り返しと困難の乗り越え」では、施設職員が日々の業務にて直面する課
題や困難に対して試行錯誤しながら質の高いケアを模索し続けること。そして、
自分自身のメンタルヘルスを維持するために気持ちを切り替える工夫を行って
いることや、肯定的な意味において児童と自分自身とは別々の存在として捉え
ながら業務に取り組んでいるという特徴を得た。「業務特性による負担と心身
への影響」では、施設職員が自分自身の心身の不調と隣り合わせの状態に置か
れており、休日や業務時間外においても児童のことを考えてしまうほど精神的
な負担が大きい状況にあるという特徴を得た。

表９：親和図を用いたグルーピングの結果

成長につなげる変容」、「児童・職員との相互信頼と支え合い」、「試行錯誤
の繰り返しと困難の乗り越え」、「業務特性による負担と心身への影響」と
いう５つのグループに整理した（表９参照）。

表９：親和図を用いたグルーピングの結果

各グループに関する説明を以下に示す。「仕事に見出すやりがいと喜び」
では、施設職員は 時間 日を通して児童と生活を共にしながら、幼
児期から高校生まで長期的な関係性のプロセスにおいて、児童の成長や変
化を間近で実感できることが仕事の醍醐味や喜びになっているという特徴
を得た。「自己理解と内省、成長につなげる変容」では、施設職員が児童へ
のより良い関わり方や働きかけを模索する中で、自分自身の価値観や人間
性などを含めた内省を行い、自己理解とともに自己受容を深めていること
や、自分自身を客観的に振り返ることで施設職員としての成長や変容につ
なげているという特徴を得た。「児童・職員との相互信頼と支え合い」では、
児童からの感謝や信頼、また同僚や上司との相互支援のやりとりが、施設
職員にとってお互いを支え合い承認し合う関係性として捉えられ、心理的
な支えとなっているという特徴を得た。「試行錯誤の繰り返しと困難の乗り
越え」では、施設職員が日々の業務にて直面する課題や困難に対して試行
錯誤しながら質の高いケアを模索し続けること。そして、自分自身のメン
タルヘルスを維持するために気持ちを切り替える工夫を行っていることや、
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（３）パス解析の結果
１）相関分析の結果

施設職員の人生満足度と他の相関項目との関係については、施設職員の人生
満足度は、自己有用感（r = .469, p < .01）、自己効力感（r = .348, p < .01）、自
己受容（r = .423, p < .01）、自己への消極的許し傾向（r = .334, p < .01）、自己
への積極的許し傾向（r = .492, p < .01）、及びポジティブ感情（r = .552, p < 
.01）が有意な正の相関を示した。また、２次的トラウマ（r = -.443, p < .01）
と有意な負の相関を示した。一方、他者への許し傾向とネガティブ感情では有
意な相関は確認されなかった（表２参照）。

２）仮説モデルの検討
相関分析の結果（表２参照）から、自己有用感、自己受容、及び自己への積

極的な許し傾向等の項目は、人生満足度との相関係数が .40 台であり、比較的
強い相関が示された。また、自己有用感と自己受容（r = .617, p < .01）、自己
有用感と自己への積極的許し傾向（r = .575, p < .01）、及び自己受容と自己へ
の積極的許し傾向（r = .600, p < .01）においても強い相関が示され、それぞれ
の相互相関も高いことから各項目が密接に関連している傾向が示唆された。そ
してインタビュー結果の分析から、「試行錯誤の繰り返しと困難の乗り越え」
のグループの要素である「児童への共感と分離」や「メタ視点の活用」といっ
た項目を踏まえつつ、自己有用感と人生満足度との関連を説明する仮説モデル
を複数検討した。さらにそれらの複数のモデルを検討した上で、自己有用感が
人生満足度に及ぼす影響について、自己受容および他者への許し傾向が媒介す
る可能性に着目した。

仮説モデルの構築に向けて、当初は、自己有用感との相関が高い自己への積
極的許し傾向やポジティブ感情などを媒介変数としてモデル化を試みたが、い
ずれもモデル適合度が十分でなかった。そこで、インタビュー調査から得られ
た知見である自分自身と児童とを意識的に分離するといった関係性の捉え方や
施設職員のメタ視点の活用といった知見を踏まえて、他者への許し傾向を媒介
変数に含める検討を行ったところ、図１のモデルが得られ、モデルの適合度は、
χ 2(1) = 0.03, p = .862, GFI = 1.00, AGFI = 0.998, CFI = 1.00, RMSEA = 0.00
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となり、いずれも良好な水準を示した。
本モデルにおける各パスの標準化推定値は、自己有用感が自己受容に有意な

正の影響（β = 0.617, p < .01）を及ぼし、また人生満足度を直接的にも予測す
る（β = 0.328, p < .05）ことを示している。そして、自己受容から人生満足度
への影響は、５% 水準では有意とはならなかったものの、10% 水準で有意傾向
となった（β = 0.218, p = .09）。一方、他者への許し傾向への影響は有意では
なく（β = 0.085）、他者への許し傾向から人生満足度へのパスも有意ではなかっ
た（β = 0.080）。

以上の結果から、自己有用感が人生満足度へ及ぼす直接効果は（β = 0.328）
となり、さらに自己有用感が自己受容を介した間接効果は（（β = 0.617）×（β 
= 0.218）= 0.134）となり、直接効果及び部分的な媒介による間接効果がとも
に存在することが示唆された。したがって、本仮説モデルである自己有用感並
びに自己受容が施設職員の人生満足度を高める上で重要である可能性が明らか
となった。

４．考察
（１）施設職員と一般従事者の比較にみる主観的幸福度の低下要因

アンケート調査結果によると、施設職員は一般従事者と比較して、主観的幸
福度に関する指標である人生満足度やポジティブ感情が有意に低く、ネガティ
ブ感情が有意に高いことが明らかとなった。また、自己有用感や自己受容も有
意に低かった。

図１：自己有用感及び媒介変数と人生満足度との関連

の積極的許し傾向やポジティブ感情などを媒介変数としてモデル化を試み
たが、いずれもモデル適合度が十分でなかった。そこで、インタビュー調
査から得られた知見である自分自身と児童とを意識的に分離するといった
関係性の捉え方や施設職員のメタ視点の活用といった知見を踏まえて、他
者への許し傾向を媒介変数に含める検討を行ったところ、図１のモデルが
得られ、モデルの適合度は、χ2

となり、いずれも良好な水準を示した。

図１：自己有用感及び媒介変数と人生満足度との関連

本モデルにおける各パスの標準化推定値は、自己有用感が自己受容に有
意な正の影響（β = 0.617, p < .01）を及ぼし、また人生満足度を直接的に
も予測する（β = 0.328, p < .05）ことを示している。そして、自己受容か
ら人生満足度への影響は、５ 水準では有意とはならなかったものの、
水準で有意傾向となった（β = 0.218, p = .09）。一方、他者への許し傾向
への影響は有意ではなく（β = 0.085）、他者への許し傾向から人生満足度
へのパスも有意ではなかった（β = 0.080）。

以上の結果から、自己有用感が人生満足度へ及ぼす直接効果 は（β= 
）となり、さらに自己有用感が自己受容を介した間接効果は（（β= 
）×（β = 0.218） ）となり、直接効果及び部分的な媒介によ

る間接効果がともに存在することが示唆された。したがって、本仮説モデ
ルである自己有用感並びに自己受容が施設職員の人生満足度を高める上で
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主観的幸福度の低下要因に関して、人生満足度及びポジティブ感情との相関
が高い自己有用感と自己受容に着目して考察する。施設職員は 24 時間 365 日
にわたり、虐待やネグレクトといった逆境的体験を有する複数の児童と日常生
活を共にしながら、日々ケアを入所児童に提供している。また、常に突発的な
トラブル対応を求められる業務環境にあるため、精神的及び身体的な負担が大
きく、慢性的な疲労につながりやすいと考えられる。インタビュー調査におい
ても、「日々の支援の中では、うまくいかないことのほうが多い（表４：ID: 
B06）」、「子どものかなり大きな傷を前にする仕事でもあるので、同じように苦
しかった（表８：ID: D18）」といった発言があるように、施設職員は児童の不
安定な状態に振り回され、支援が思うように進まない場面が多く、日々の支援
においては試行錯誤が続くことから、施設職員の負担感が大きいことが示唆さ
れた。こうした状況が施設職員の行う支援や関わりによる成果並びに自己有用
感を感じにくくしている要因の一つであると考えられる。

その一方で、施設職員は児童が安心して安全に生活できる環境を整えるだけ
でなく、児童の成長や変化を望んでおり、そのプロセスに関わることに業務上
の意義を見出している。しかし、児童の身体的変化、例えば、語彙や身長・体
重の増加等と比べ、坪井・三後（2011b）が指摘する児童の暴言や暴力、反抗・
挑発、多動、及び他の児童をコントロールする等の問題行動は、児童が経験し
た逆境的体験による影響が大きく、なかなか改善しない場合が多い。よって施
設職員は、当該児童が施設に在籍している間に、それらの精神的な変化が確認
できない可能性を呑み込みつつ、長期的な視点を持ってケアや関わりを継続す
ることが求められるため、自己有用感をより感じにくくなる可能性がある。

このように施設職員は、児童の精神的な成長や変化を感じにくい環境である
がゆえに、自らのケアや児童への関わりを肯定的に受け止め、自己受容を深め
ながら業務を遂行することが重要となる。その際、施設職員が自分自身を対象
として振り返る機会を定期的に持ち、自身のケアや関わりの意義を積極的に見
出すことが、長期的な業務継続と主観的幸福度の向上につながると考えられる。

（２）施設職員の人生満足度における自己有用感と自己受容の重要性
パス解析の結果、施設職員の自己有用感が人生満足度に直接的な正の影響を
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及ぼすだけでなく、自己受容を媒介して間接的にも影響をもたらす可能性が示
唆された。つまり、自分は施設職員として必要とされている、児童のために役
立っていると実感する経験を重ねながら、自己を肯定的に受け止めること、す
なわち自己受容を深めることが、人生満足度の向上に影響している可能性があ
る。インタビュー調査においても、施設職員が「私にとってすごく意味のある
仕事（表３：ID: D02）」、「仕事の中で得られるものも、子どもたちに返してい
けるものも、すごく大きい（表３：ID: D03）」と述べているように、施設職員
は日々の業務において精神的・身体的に大きな負担を抱えている一方、そのよ
うな状況の中でも、自らの仕事や仕事に向き合う自分自身を前向きに、希望を
もって肯定的に捉えている面があり、児童からの感謝の言葉や施設職員に対す
る受容的な態度が、施設職員にとって大きな喜びと仕事へのモチベーションに
なっていることが示唆された。

施設職員が自己受容を高めるためには、自分自身の限界や失敗を受け入れ、
できることとできないことを適切に見極めることが求められる。また、同僚及
び上司や児童との相互支援が可能な環境を整えることも職務上必要となる。特
に自分自身を客観視しつつ、自分自身を受容できることが、施設職員としての
長期的な成長と、人生満足度の向上にとって有効であると考えられる。今後、
施設職員の主観的幸福度を高める介入方法の策定においては、自己有用感から
自己受容を媒介して人生満足度へという経路を踏まえた検討が有効であると考
えられる。

５．結論と今後の研究課題
（１）結論

本研究では、施設職員の主観的幸福度に関するアンケート調査を実施し、そ
の実態を把握した。また、施設職員を対象として主観的幸福感に関するインタ
ビュー調査を実施し、親和図を用いたグルーピングによって施設職員の主観的
幸福感に影響を与える要素を可視化した。さらに、これらの調査結果を踏まえ
てパス解析を行い、施設職員の主観的幸福度を高める介入方法の策定に有効と
なるモデルを提案した。
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（２）今後の研究課題
本研究では、児童養護施設職員の主観的幸福度を把握するためにアンケート

調査及びインタビュー調査を実施した。しかし、対象者数や施設の地域性や運
営規模の差異を考慮するためには、より大規模かつ長期的な追跡調査が望まし
い。今後は、本研究から得られた知見を活用し、児童養護施設をはじめ福祉分
野における従事者を対象として、主観的幸福度の向上を図る介入プログラムの
開発が期待される。さらに、看護師、介護職、及び保育士など他分野のケア専
門職との比較を通して主観的幸福感の違いを明らかにし、それぞれに応じた介
入方法を検討する必要がある。
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